











































乃 1)、岡本　美春 2)、美濃　彩加 3)、篠原由香里 4)、
　上成　弥生 5)
【はじめに】2014年契約の電子ジャーナルについて、出版社と協議
し赤十字独自のコンソーシアム（共同体）購入を行ったので報告を
する。
【目的】外国雑誌は毎年値上がりが確実であり、図書予算の中での
購入が難しくなっていることから、代理店を介さず、代理店の業務
を会員が分担し、代理店手数料分を価格に反映させることが目的で
ある。
【方法】1)コンソーシアム委員会設置。2)5月に出版社と相談し、コ
ンソーシアム提案書を作成。3)8月：提案書を全赤十字施設に発送、
合わせてトライアル案内も同封し、ホームページ上にトライアル画
面を設置。4)10月：申込締切り後、集計し、出版社に見積を依頼。5)
見積書を確認し、価格報告書を申込み施設に発送。6)支払い、契約
は各施設と出版社で行う。
【結果】11提案の参加があり、合計で39施設、合計約140,000,000円
の申込みとなった。
【おわりに】代理店を通さず、出版社との直接販売のため、ドル払
いに戸惑った施設もあるようだが、１度経験すれば翌年からはス
ムーズであり、海外の出版社からの直接販売であるため、国内消費
税は不要であることも大きなメリットの一つであると考える。また
従来、代理店からの情報は代理店訪問回数の減少と共に得る情報も
少なく、出版社直販にしたことで、情報も直ぐに入手できる。初年
は全赤十字施設を対象にしたが、2014年の提案は、日赤図書室協議
会会員限定とし、全赤十字施設が会員となるよう期待したい。
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